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質疑
項目

１．神戸市の物価高対策について
２．部活動の地域展開に伴う条例及び��
基金の設置について

2026年３月８日（日）No.388

　２月17日に神戸市会本会議がひらかれ、日本共産党
神戸市会議員団の森本真議員が登壇し議案質疑をおこ
ないました。

　森本議員は昨年12月の臨時
議会で、国から神戸市へ分配
された「重点支援地方交付
金」約110億円について、物
価高騰で困っている市民事業
者にいち早く届くようにと質
疑しました。この時神戸市
は、給食費の負担軽減や社会
福祉施設への運営支援に23億
円しか計上せず、残りの給付
金の使途については「検討
中」と答弁しました。その
後、多くの自治体でお米券の
配布や非課税世帯や高齢者に
対する給付金、全世帯対象の
水道料金の減免などの支援が

おこなわれました。そんな
中、２月10日の市長会見で明
らかになった神戸市の交付金
の使途の全容は、食料品・生
活用品の無料配布会「フード
サポートこうべ」の全区開催
やフードシェアリングサービ
スの利用促進など、物価高騰
で苦しんでいる市民に行き届
く施策ではありません。森本
議員は、「公の役割を投げ捨
てた『自助・共助』頼みの施
策だ」と指摘し、物価高騰で
生活に困っているすべての市
民に行き届く支援をおこなう
べきと質しました。

久元市長：「物価高騰の影
響」「時間的効果」「公益性、
社会的有用性」の３つの観点
から予算を編成した。消費者
への直接的な支援よりも食支
援をおこなう既存のNPO団
体などへの支援をおこなうこ
とで、迅速に食料品を提供
し、食品ロスの解消にもつな
げることができる。現金給付
や商品券事業は国と県が実施
しているので本市では計上し
ない。
森本議員：市長は会見で
「物価高騰の影響は低所得
者、厳しい環境におかれてい
る方への影響が非常に大き
い」「影響を受けている方々
の実態は、国や県よりも基礎

自治体である神戸市がよくわ
かっている」と言っていた。
今回の施策でこのような方々
すべてに恩恵があるのか。
今西副市長：国・県の施策
でカバーできないところに焦
点を当てた施策だ。重層的な
支援でカバーできる。我々は
いろんなチャンネルを通じて
市民の状況を把握している。
国県と同じような重複する施
策をおこなうのではなく、そ
の中でより必要な施策を見極
めている。
森本議員：それなら商品券
とは違うメニューを考えれば
よいのではないか。
今西副市長：生活にお困り
の市民であれば誰でも参加が
できるような「フードサポー

トこうべ」を用意し、同時に
継続的な支援のきっかけづく
りもおこなうことで対応でき
る。
森本議員：「誰でも行け
る」と言うが、昨年は３時間
並んだのにもらえなかった人
がいた。そのようなことにな
らないように取り組むのか。
今西副市長：予算を大幅に
拡充し、３万人を対象にして

過去最大規模で実施する。
森本議員：これで物価高騰
の影響が大きいすべての人が
救われるのかを考えるべき
だ。
久元市長：これは逆に県で
も国でもできない施策だ。こ
の施策だけで生活が厳しい
方々のニーズを拾いあげれる
ものではないが、複合的な対

〈物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金（約110億円）の活用事業〉
令和７年度12月補正予算 23億4,500万円
学校給食における保護者負担の軽減【R8年度分】 14億3,000万円
社会福祉施設（児童福祉・介護・障害福祉サービス施設等）への運営支援 ９億1,500万円
令和７年度２月補正予算 33億2,400万円
◦市民への支援 24億600万円
フードサポートこうべの全区開催 ７億5,000万円
学生食堂を通じた支援 ３億2,500万円
公共保管庫・公共冷蔵庫の整備、食支援団体等への運営支援 １億2,400万円
フードシェアリングサービスの利用促進 ２億8,200万円
市内事業者と連携した食支援（イベント開催等） １億100万円
銭湯入浴料金引上げの激変緩和【R8.3月分】 1,300万円
学生による高齢者等へのスマホ相談窓口の拡充 １億600万円
就職氷河期・シニア世代の就労支援（キャリア相談・就職面接会等） 5,600万円
地域団体が設置する防犯カメラへの更新・修繕補助 1,100万円
学校給食における保護者負担の軽減【R8年度分】※12月補正の追加分 ６億3,700万円
◦市内事業者への支援 ９億1,800万円
省エネ設備の更新支援 ４億4,600万円
「省力化を促進する製品の研究・開発・実証」にかかる支援 １億5,000万円
DX推進・人材確保 3,800万円
小規模事業者への資金繰り支援（信用保証料補助） 9,600万円
公共交通事業者への運行継続支援 7,500万円
地域コミュニティ交通事業者のICT機器導入支援 6,000万円
児童福祉施設等に対する物価高騰対策支援 3,700万円
漁業事業者に対する燃料費高騰対策支援 1,500万円

令和８年度当初予算 53億5,900万円
◦市民への支援 ３億2,100万円
食支援を通じた相談支援に取り組む民間団体に対する補助の拡充 １億2,700万円
フリースクール等を利用する児童生徒の経済的支援 4,400万円
銭湯入浴料金引上げの激変緩和【R８年度分】 １億5,000万円
◦市内事業者への支援 50億3,800万円
市内企業への支援（住宅手当等支援、設備投資支援等） ４億500万円
農業従事者への支援（「こうべハーベスト」・市内産堆肥利用促進等） １億1,800万円
公共交通事業者等への運行継続支援 ３億1,700万円
社会福祉施設への支援（光熱費・食材費高騰対策等） 17億600万円
医療機関に対する支援（市民病院・二次救急病院への支援強化等） ９億5,200万円
MICE施設の利用料金無料化 ２億4,000万円
指定管理者・工事請負事業者等への委託料・契約単価の引上げ 13億円
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　神戸市では、今年８月末に
中学校の部活動を廃止し、９
月から地域のスポーツ団体を
運営主体とするクラブ活動
「コベカツ」に移行することに
なっています。神戸市は「コ
ベカツ支援基金」をつくり、
20年分の所要額として10億円
を積み立てる補正予算案を提
出しました。コベカツ基金は、
クラブ・団体の用具購入補助
やAED・照明設備、楽器の更
新・メンテナンスなど、活動
環境の整備に使う予定として

います。今回の質疑で久元市
長は、コベカツへの完全移行
を短期間の見切り発車で拙速
に進めてきたことで混乱を招
き、議会や保護者から不安や
懸念の声が上がったことは事
実だと認め、コベカツ基金の
創設はこれらの声に応えるた
めと答弁しました。森本議員
は、予算単年度主義の観点か
らも毎年度必要額を予算計上
し、すべて公的負担で生徒や
保護者が安心して活動できる
ようにすべきと求めました。

福本教育長：コベカツ支援
基金は、主に活動環境の整備
に関して安定的に継続して対

応するためのものだ。生徒や
保護者、クラブ関係者の安心
にもつながる。
森本議員：今回の予算で

は、基金とは別に５億円をコ
ベカツに計上している。セキ
ュリティや活動環境の整備の
ための公費負担であれば、基
金を使わなくても単年度で予
算を組めばいいのではないか。
福本教育長：大きなお金を
一定基金として示すことで各
クラブの指導者や保護者が安
心して対応してもらえる。教
育委員会としては非常にあり
がたいことだ。
森本議員：コベカツ支援基
金を創設する条例の第８条で
は、財政上の措置として「市
長はコベカツの総合的な推進
に関する施策を実施するため
に必要な財政上の措置を講じ
るよう努めるようにするもの
とする」と、市長の役割が書
いてあるが、基金を積まない
と財政上の必要な措置を講じ
られないのか。
久元市長：そんなことはな
いが、基金をつくる理由は、

議会の中で様々な不安が表明
されてきたことは事実で、婦
人会の皆さんからも不安の声
を聞いてきたからだ。
森本議員：今までも一般会
計を使って活動環境の整備を
おこなってきたではないか。
基金を積まなくてもコベカツ
は成り立つ。
久元市長：基金が絶対的に
必要かどうかは政策判断だ。
必要となる経費は毎年度予算
編成の中で提案する。しか
し、コベカツは全国的に非常
に進んだ取り組みで、それに
伴う不安に応え、期限が来た
ら一斉に移行する体制をつく
る上で不可欠だ。
森本議員：10億を20年間毎
年切り崩していくよりも、活
動環境を整備することも含め
て必要に応じて予算繰りすれ
ば何ら問題ない。なぜ先取り
して基金を積むのか理解でき
ない。

市議会だより
387号の 　　
訂正とお詫び

　市議会だより387号の裏面下部、「特別委員会の担当議員と質問日時」の表見出しと総括質疑の担当議員に誤りがありましたので、
ここに訂正しお詫びいたします。
［誤］26年度２月議会・決算特別委員会
　　　日程と共産党議員の質問予定 　	 ➡　［正］26年度２月議会・予算特別委員会　　　日程と共産党議員の質問予定
［誤］総括質疑　３月12日（木）　前田あきら　➡　［正］総括質疑　３月12日（木）　味口としゆき

ぜひ傍聴にお越しください 味口としゆき議員が総括質疑
3月12日（木）13時40分頃から　市議会本会議場にて
※委員会の進行状況によって時間が大きく前後する可能性がありますのでご留意ください。 インターネットのご視聴はこちらから　

　神戸市が発表した「第６次
神戸市基本計画」では、第５
次にあった「安心なくらしを
守る」という文言はなく、都
心・三宮や神戸空港などの大

型開発は工事費が高騰しよう
と見直しもせず推進する一方
で、市民の暮らしは「自助努
力」に任せる計画です。さら
に、久元市長は「物価高で困

っている方を全て政府が責任
をもち対応するものではな
い」と公共の役割を投げ捨
て、民間に丸投げしていま
す。朝倉議員は、住民福祉を
向上させる地方自治体の役割
を発揮し、暮らしを守る予算
に転換すべきと求めました。

策として効果が発揮できるよ
うにしたい。
森本議員：フードバンクは
困っている人が直接足を運ば
なければいけない。行けない
人に自己責任を押し付けてい

るように思う。フードバンク
はほぼ慈善事業に近い取り組
みで自治体がすべき仕事では
ない。予算が足りないなら市
独自の予算をつくるべきだ。
久元市長：困っている方全

てを政府が責任をもって対応
するのは共産主義社会の発想
だ。社会貢献をおこなう企業
や団体と行政が連携すること
が今生きている日本の社会の
常識だ。

森本議員：困っている人に
「来てください」と求めるの
ではなく、あたたかい手を差
し伸べることが住民福祉の増
進をはかる神戸市の役割だ。

　２月24日に神戸市会本会議がひらかれ、朝倉えつ子
議員が議案反対討論に登壇しました。
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